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＊ 1966 年の東京天文台新本館（北研究棟・管理棟）竣工時のパンフレット収蔵 

 アーカイブ室新聞 183 号 （2009 年 5 月 21 日発行）に「1966 年の東京天文台新本館（北

研究棟・管理棟）竣工の記念品」という記事を書いた。この 183 号では昭和 20 年（1945 年）

2月に焼失した旧本館の写真、平面図等を紹介し、新本館竣工の記念品「日時計」を収蔵し

た記事であった。今回はおそらく記念品と一緒に配布されたであろうパンフレットが出版

係の山下女史から提供された。旧本館を消失して本格的な新本館が建つまでにじつに 21 年

の歳月を要したのである。写真 1がパンフレットの表紙である。 

 

     写真 1 昭和 41 年（1966 年）竣工した本館のパンフレットの表紙 

 このパンフレットを見ると、第 1期計画とある。第 2期計画は南研究棟と管理棟の上に

講堂を建設する計画だったと思われる。南研究棟は昭和 47 年（1972 年）に建設されたが、

講堂建設はついに実現しなかった。 

 昭和 41 年（1966 年）の主な出来事は、この本館竣工、電子計算機 OKITAC5090 導入、人

工天体運動部設置、分光部が 2つに分かれ、恒星分類部（恒星分類部門（昭和 39 年（1964

年）設置））と恒星分光部になったと 100 年誌に書かれている。 

 昭和 20 年 2 月に威厳のある旧本館（写真 2）を焼失し、仮の本館（１）が建設されたの



が、昭和 24 年（1949 年）、本館（２）が建設されたのが昭和 25 年（1950 年）であった。

しかし、事務部の入る管理棟はこの新本館管理棟建設まで待たねばならなかった。この 21

年間、事務部は台長官舎（14 号官舎）を庁舎に使っていたのである。 

この新本館は、40 年を経た 2006 年に耐震強化工事が行われ新装された。 

     

           写真 2 昭和 20 年 8 月焼失の旧本館 

 昭和 41 年（1966 年）建設当時の様子はこのパンフレットに詳しい。各ページを紹介する。 

 

        写真 3 パンフレット 2ページの挨拶と講義室、ロビー 



 

            写真 4 3 ページ 1 階平面図 

 

          写真 5 4 ページ ２、3階部平面図 



 

              写真 6 5 ページ 工事概要 

 

写真 7 6 ページ 人工衛星国内計算施設 



 

         写真 8 7 ページ 人工衛星国内計算施設（２） 

 

写真 9 8 ページ 東京天文台の概要 



 

          写真 10 9 ページ 東京天文台の概要（２） 

 

         写真 11 裏表紙 当時の東京天文台の航空写真 



 特に写真 11 の当時の航空写真は懐かしい。現在ではなくなった施設がたくさん写ってい

る。1)24m 球面電波望遠鏡、10m パラボラ赤道儀電波望遠鏡、その他電波干渉計などの「ノ

イズ」と呼ばれた電波天文学黎明期の施設群。2)新本館に移るまで天文時部経度課のいた

旧三鷹国際報時所跡、3)ロンビックアンテナ、4)辻研と呼ばれた子午線部がいた建物、5)

地震研究所三鷹分室の建物、6)卯酉儀と呼ばれた 30cm 反射赤道儀望遠鏡ドーム、その北側

に軟式テニスコートが写っている、確かどこかにバレーボールコートもあった。7)新管理

棟西側にあった天文時部（保時課、報時課）の建物、8)本館(1)、9)本館(1)と本館(2)の間

にあった用務員室、10)本館(1)の東側にあった天文学会が入っていた建物、11)本館（2）、

12)測光部がいた建物、13）3 号館（太陽物理部の研究室があった）、14)おばけ（太陽分光

写真儀室）、15)モノクロ（太陽単色写真儀室）、16)ベーカナンシュミット望遠鏡室、17)

流星写真儀室。18)ブラッシャー天体写真儀室 

 その他、グランドの西にあった 19)彗星捜索鏡室、20)倉庫、21)井戸及びポンプ室、22)

油庫、23)グランドの南側にあった倉庫（井上食堂から村越食堂、後に生協食堂、卓球室）。

まだ書き漏らしたものがあるかもしれない。新本館が出来て 44 年、時代と共に沢山の歴史

が流れて行った。 


